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（２）一体的開発による地域課題の解消 ～周辺道路の整備 

旭ヶ丘第二住宅及びその周囲の住宅、宅地のアクセス道路は、公道ではなく、機構所有の団地内通路

です。またその通路は旭ヶ丘第二住宅を分断し、線形や構造上にも問題がありましたが、本事業は、 

機構と連携し、本敷地と隣接地及び団地内通路を、一体的に開発するなど、当該団地の再生だけで 

なく、まちづくりとして地域に貢献する事業となりました。団地の建替事業は、周辺地域への影響も 

大きく、一方で地域課題を解消するチャンスとなる可能性があります。 

本建替え事業はこれを実証するもので、今後のマンション建替事業のよき前例になると考えます。 

 

これまでに全国で供給されたマンションは、全国で４００万戸、このうち老朽化により建替えられた 

マンション（阪神大震災による復興マンションを除く）は９０例ほどありますが、この建替えられた 

マンションの平均築年数は３６年です。 

昭和４０年代後半からマンションは、都市生活者の住居として、本格的に供給されるようになり、 

当時新築されたマンションが、今後大量に建替え適齢期を迎えるようになりますが、弊社は、これまで 

全国で最多の建替え事業の実績（本計画を含め１８棟）を通して蓄積したノウハウを活かし、老朽化 

したマンションを建替え、都市再生・居住環境の向上に貢献していきたいと考えています。 

 

 

 

＜旭ヶ丘第二住宅建替え事業の経緯＞ 
年 月 概       要 

１９９０年  建替調査委員会 発足 
１９９１年  団地を考える会 （改名） 
１９９２年  建替検討委員会 （改名） 
１９９４年  建替実行委員会 （改名） 

  住都公団に協力依頼 
１９９６年  住都公団から代替地（隣接公団所有地）での建替提案 
１９９７年  代替地（隣接公団所有地）での建替計画案を総会承認 
１９９８年  住都公団を事業協力予定者として決定 

  豊中市「大規模団地建替助成要綱」の助成をうけ、コンサルタントを導入 
１９９９年  都市基盤整備公団設立に伴い、公団が事業から撤退 

  大阪府住宅供給公社を共同事業者として決定 
２０００年  隣接公団所有地との土地交換を前提とした建替計画を検討するが、土地交換協議が不成立 
２００１年  隣接公団所有地を取得し、公社と民間による公民共同事業を検討 

  公民共同事業コンペを実施 
２００２年 ３月 民間事業者として、長谷工コーポレーション、三交不動産を選定 

 1２月 管理組合と公社、民間事業者の間で「公民共同建替事業に関する基本協定書(案)」承認 
２００３年 ６月 （区分所有法改正） 団地の一括建替え決議、隣接地を活用した建替え決議が可能となる 
２００３年 １０月 全員合意が得られず、公社が事業から撤退 

 １１月 全員合意方式から「建替え決議」方式へ、公民共同事業から民間事業への変更を決定 
２００４年 ５月 事業協力者として、総合地所、東急不動産が参画。民間４社による共同事業とすることを決定

 ６月 一括建替え決議可決 （賛成 107、反対他 5） 
 ７月 建替実行組合設立 

２００５年 ２月 従前資産の売買契約、代替地（隣接公団所有地）の売買契約 
管理組合解散、居住者組合への移行 

 ５月 工事着手（予定） 
  ５月 新マンションの売買契約（予定） 

２００６年 ７月 新マンションへの入居（予定） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 



 
【３．計画概要 】 
 

■新マンション（1期事業）の計画諸元        ■新マンション(1 期事業)イメージパース 
 

 ・敷地面積  ：8,805 ㎡ 

・構造規模  ：RC 造 11 階建 住宅棟 2 棟 

RC 造 2 階建 駐車場棟１棟 

・住戸数   ：208 戸 

・住戸規模  ：37～102 ㎡ 

・建築面積  ：4,390.81 ㎡  

・建蔽率   ：49.87％ 

・延べ床面積 ：22,185.38 ㎡ 

・容積対象面積：17,262.34 ㎡  

・容積率   ：196.05％ 

・備 考   ：等価交換率は従前住戸面積の 61％

（従前住戸面積）・3DK タイプ 専有面積 53.99 ㎡

         ・3LDK タイプ 専有面積 64.62 ㎡

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                        ■現地写真（北側から現地を眺む） 

 

                          

 
 

  


